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パソコンを利用した看護関係雑誌の特集記事目録の作成

Ｅ Ｐ Ｏ Ｂ Ｉ Ｎ Ｄ － Ｊ を 使 用 し て み て

－４３－

高山赤十字病院図書室

木 下 久 美 子

３） 雑誌別索引の作成： 検索機能で９

年間累積したデーターを各雑誌毎に

まとめ、分類機能で出版年順に並び

かえる。（表４）

４） 内容別索引の作成： 累積データー

から分類番号で検索する。（表５）

５） ３）、４）を編集し、毎年冊子体の

目録を発行する。

＊ 特集案内への利用： 看護婦を対象に毎

月発行している「図書室だより」にも

特集案内として利用している。

４．ＥＰＯＢＩＮＤ－Ｊの評価

初心者でも扱えるのが大きな利点である。

機能を使いこなせばさらに利用価値は高まる

と思う。しかし問題点として

１） 漢字の人力の際、連文変換ができず、

また一般的な熟語の辞書しか装備さ

れていない。

２） 機能アップしたい時、ハードまで換

える必要がある。

３） 入力したデータは同社のパッケージ

ソフト内での使用に限られる。

ことがあげられる。

５．ｄＢＡＳＥⅢｐｌｕｓとの比較

最近、パソコンによる特集記事の管理をし

ている図書室が増えている。 ｄＢａｓｅ ｍを使っ

て特集記事の管理を している報告もある。

はじめに

最近、当図書室では看護職員からの文献検

索や資料収集の依頼が増え、なかでも看護関

係雑誌の特集記事は最新の情報が分かりやす

くまとめてあることから利用が多い。そこで

パソコンソフトＥＰＯＢＩＮＤ－Ｊを使って

特集記事目録を作成し、利用しているので報

告する。またソフト ｄＢａｓｅⅢ ｐｌｕｓの使

用経験を得たので比較を加えた。

１。使用機種とソフト

使用したパソコンはナショナルの・ｏｐｅｒａｔｅ

７０００．ソフトは同社のパッケージソフトＥＰ

ＯＣファミリの中のＥＰＯＢＩＮＤ－Ｊであ

る。これは１６の機能がある（表１）。

２。対象雑誌

当院で購読している看護関係雑誌２６種のう

ち、特集記事のある１０種、１９８０－１９８８年の９

年間分である。

，目録作成手順

１） 毎月、前もって作成している入力画

面（表２）に特集記事を入れる。各雑

誌にはコード番号を付けている。

２） 次に独自の分類表（表３）から各特集

に１－２ヶの分類番号を与える。さ

らに詳しく分類したい場合は、キー

ワードを付けてい気。



（ 表１） ＥＰＯＢＩＮＤ－Ｊの機 能 概要
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検 索
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印 刷

帳 票

表名一 覧

削 除

画 面

自 動

終 了

表を新規に作る．

表の形を整える．

｜

表を作 る．

表をバインダ（ディスク）に登録（保存）する．

； で；； ｊｒ ィスク）から表 を 売み込む
゜

｝
表を修正 する．

表データの計算 をする．

デ ータを並べ替える．

必要なデータを探 す． 表
を加工する

表の切りはりをする． ‘

表の形で印刷する．

自由 な形で印刷する．

ディスクの中の表名を見 る．

ぃらなくなった表 を埓てる．

表の２ヵ所又は２表を表示 する．

ぁらかじめ登録した手順に従って自動的 に進める．

ＥＰＯＢＩＮＤ一Ｊを終える．

（ 表 ２ ）

今月の看護雑誌特集

Ａ

雑 誌 名 ｜ 年 １巻｜号｜ 特 集 記 事 ＢｌｒＩＤ

１０１１看護展望

１０２！看護研究

１０３１小児看護

１０４１看護技術

ｍ 臨床看護

１０６１クリニ加ス５７”ィ

１０７１看護学雑誌

１０８１保健婦雑誌

｜０９１看護

１１０１看護教育

１１９８８１１３！

１１９８８１２１１

１１９８８に１！

１１９８８１３４１

１１９８８１１４１

１１９８８１９１

１１９８８１５２１

１１９８８１４４１

１１９８８１４０１

１１９８８１２９１

Ｉｌｌけースステーｉ／３ン １１９８８！１８ｉ

１１２！助 産婦 雑誌 １１９８８１４２１

１１３１月 刊 ナーシング １１９８８１８１

１１４１看 護実 践 の科学１１９８８１１３１

｜１５ｉＢＲＡＩＮ ナーシング １１９８８１４１

１１６１ＯＰＥ ナーシング １１９８８１３１

Ａ：雑誌コード Ｂｐ：分類番号 Ｄ：キーワード

－４４－



（ 表 ３ ）

０１：看護論

０２：医療・健康

０３：患者・家族（心理）．

０∠１：死・ターミナルケア

０６：看護関係団体・学会
０７：看護史・伝記

０８：世界の看護・医療

０９：看護一般・その他

１０：看護診断

１２：看護計画・過程
１３：看護記録・ＰＯＳ・

ｍｍ・情報

内 容 分 類 表

４０：臨床看護一般

∠１１：放射ｍ 看護

∠１２：ＩＣＵ・ＣＣＵ看護

∠１３：救急看護

∠１４：手術室看護

４８：環境・病棟

（∠１：０も参照のこと）

∠１９：外来看護

１５：症候・対症看護

２０：患者教育・入退院指導

２１：感染・掲創

２２：安静・睡眠・体位
２５：栄養・食事の援助

２８：性の問題

２９：リハビリテーション
３１：臨床検査

３３：清潔・排泄・ｍ腸・他
３６：輸液・輸血

３８：看護用具・医療機器
３９：予薬

５０：がんと看護

５１：循環器・血系液系疾患
５２：腎疾患・透析

５∠１：消化器系疾患

５５：内分泌・代謝系疾患
５６：糖尿病

５７：呼吸器系疾患

５８：脳神経・筋疾患

５９：慢性疾患・免疫・他

６０：外科系疾患

（がんは５０を参照）
６１：脳神経外科系疾患

６２：整形外科系疾患

６３：形成外科・皮膚系疾患
６４：泌尿器系疾患

６５：婦人科系疾患
６６：眼科・耳鼻科 。

口腔外科系疾患

－４５－

６９：精神系疾患
７０：母性看護・保ｒｎ

７２：周産期の異常
７∠１：小児看護

７５：小児内科系疾患

７６：小児外科系疾患
７７：新生児・未熟児

７９：老人看護

８０：訪問・在宅看護・

地域看護・

ボランティア

９０：看護管理

９３：看護研究
９４：看護教育

９６：卒後・継続教育

９８：看護・医療制度・病院
９９：医療加護・事故・災害



（ 表４）〈 看，護展望 ＞の検索例

｜ＡＩ 雑 誌 名 １年 ｌ巻１号｜ 特 集 記 事

ｉＯｌｌ看 護展望

１０１１看護展望

１０１１看 護展望

１０１！看護展望

ｌＯｌｉ看 護展望

１０１１看護展望

！０１！看 護展望

ｌＯｌｉ看護展望

１０１１看 護展望

１０１１看護展望

１０１１看 護展 望

ｉＯｌ！看護展望

１０１１看護 展望

１０１１看護展望

１０１１看護展望

１０１ 看護展望

ｌＯｌｉ看護展望

ｉＯｌ！看護展望

１０１１看護展望

１０１１看護展望

！Ｏ１Ｉ看護展望

ｉＯｌｌ看護展望

ｉＯｌｉ看護展望

Ｉｏｉｌ看護展望

！Ｏ１Ｉ看護展望

１１９８８１１３１１１ケアサーピスと料金

１１９８８ｉ１３１２１院内教育ガイドブック

１１９８８１１３１３１看護の場における達成感

１１９８８！１３ｉ４ｉ委託外注の導入と看護

１１９８８１１３１５１老人看護の実習をどうすすめるか

！１９８８１１３１６１婦長の配置換え

１１９８８１１３１７１混合病棟の管理

ＩＢ｜ｃＩＤ

→ → －

１９８１ １

１９６１ １

１０９１ Ｉ

１９８∩

１７９１９４１

１９０１ １フチョウ

ｉ４８｜９０ｉ

１１９８８；１３１８ｉ看護 教員養成 のカリキュラム そ の内容と運営１９４１ ｜キョウシ

１１９８８１１３１９ｉ夜間看護管理の再検討

ｉｌ９８８ｉｌ３ｉｌＯＩ老人の医療事故をいかに防ぐか

１１９８８１ぼ ｍ 人間工学からの発想

１１９８８１１３１１２１フライマリナージンクを導入して

１１９８８は３；ｉ３ｉいまアメリカ看護に何か起こっているか

１１９８７１１２ｉ１！あらためて看護基準を考える

１１９８７１１２１２ｉ健康リーダーとしてのナースの戦略

１１９８７は２１３１教育機材を授業にどう生かすか

は９８７１１２；４ｉ良い入院環境をいかにつくるか

！１９８７ｉｌ２ｉｏ廿－スステーションから患者への側らへ

１１９８７ｉ１２ｉ６ｉ訪問看ｍの条件を探る

１１９８７１１２！７汝 ぜアセスメントかできないか

１１９８７！１２１８！実践を重視する臨床実習へ

ｉ４８！９０ｉ

１７９１９９１

１２２∩

９０１ １プうイマリナーシン｜
ＩＯｌｌＯ８｜カンゴ ヽ

１９８１ Ｉキｉ／”ユンｎンコヽヽ

ｉＯ２ｉ １

１９４１ １

１４８１ １

ｌ４０ｉ １

ｉ８０ｉ Ｉ約 モンｎンコヽヽ

１２１ ｉ

９４１

１１９８７！１２ｉ９１専門看 護婦と訪問看 護婦 の資 格化をめ ぐ－つて ！８ＯＩ

１１９８７！１２１１０１院内 感染予防 は万全か １２１１

１１９８７１１２：１１１いまヶ アを 問う ＩＯ２ｉ

！１９８７；１２！１２！老人 福祉施設 にお ける看護婦の役割 ’７９！

に＞゙ツシュウ

ホウモンｎンゴ

ｉｔＩＬフ^ ア

｜

：マンｎ・つー

‐
－

Ｉ

Ｉ

Ａ：雑誌コード Ｂｎ：分類番号 Ｄ：キー ワード

（ 表 ５）分類記号 による検索 例

９９：医療過誤・事故・災害

Ｕ Ｉ 雑 誌 名 １年｜巻ｌ号１ 特 集 記 事

ｔｏｉｌ看護展望
ｍ 看護展望

１０４１看護技術
ｍ ＼看護学雑誌

ＩＯ７ｌ看護学雑誌

ｌＯ７｜看護学雑誌
１０９１看護

１１９８８１１３１１０１老人 の医療 事故をいか に防ぐか

１１９８１１６１６！病院 の災 害と看ｍ

１１９８１１２７１２Ｉ医療 事故 の周辺

１１９８６１５０１１２１災 害－ その時 ナー スは

１１９８６１５０１８１碍 創裁判が 看護に間い かけた もの

１１９８８１５２１７１医 療過 誤・看護事 故から学ぶ

１１９８１１３３１３１われわ れに とって の富 士見産婦人科 病ｂｘ，事件

ＩＢ ＩＣ ＩＤ

ト ト ← －

Ｉ７９Ｉ９９Ｉ

１９９１ １゙ｊイｈヽ イヽ

１９９１ １

１９９１ １゙フィｆｔ”イ

１９９１２１１

１９９１ １

１９９１ １

－

－

‐

Ｉ

Ａ：雑誌コード Ｂｆ：分類番号 Ｄ：キーワー ド

４６



しかしプログラムの知識が必要で、初心者が

利用できるまでには少なくとも１ヵ月間要す

ると聞いている。しかし、簡単なプログラム

を組んで もらって使用してみたところ、単純

な操作で利用ができることがわかった。

機能面でもＥＰＯＢＩＮＤ－Ｊより融通性が

あり、ワープロ用ソフト「一太郎」の辞書と

医学用語の辞書を組み合わすことにより強力

な辞書を使用でき、特集記事の入力は簡単で

あった。

ＥＰＯＢＩＮＤ づ は、素人がすぐに使用でき

るという点て非常に。役に立った。しかし、特

集記事管理のプログラムが作成、或は人手で

きるならば、ｄＢａｓｅＩＥ の方が使いやすく、

他への応用範囲も広いようである。

パソコンに馴染みの無い図書室の担当者に

とって、数多い機種やソフトの中でどれを選

ぶかは難かしい。またプログラムを独学する

のも大変なことである。一方、あちこちの病

院図書でパソコンを使って似たようなデータ

を入力するのは無駄かおるように思う。パソ

コン通信の発達している現在では、図書室間

でのプログラムやデータの交換・共同利用が

可能とも思われ今後検討課題に思う。

．４

結 び

当院でのパソコンを利用した看護関係雑誌

の特集記事目録の作成についてその現状を報

告をした。今後さらに、利用者のニーズに応

ずるよう、改良を加えてゆきたい。

４７－
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